
 

 

 

 

  

           
          

  

   

 

 

      ● 斜里 RC 事務局メールアドレス 

    

             第 2873 回例会  2022 年 8 月 17 日（水）   発行：会報・広報・雑誌委員会 

点鍾：元木 誠二 会長     司会：三浦 詔男 副 SAA  

 

１．ゲストおよびビジター紹介 ～元木会長 

 ・斜里警察署 遠藤署長、斜里町交通安全協会 須田会長、斜里町役場住民生活課 伊藤氏 

  

 

                          

３．会 長 の 時 間 ～元木会長                  

・皆さま、お疲れ様です。 

  お盆明けで、皆さまお忙しいにもかかわらず今日の例会に 

 参加いただきありがとうございます。 

  本日は、2年ぶりに「交通安全啓蒙活動」を行います。 

 また、斜里警察署 遠藤署長はじめ交通安全協会 須田会長に 

 もご参加いただきありがとうございます。 

  今回の交通安全活動は、知床に来る観光客はもちろん私たちロータリーメンバーも交通安全に気を付ける、

そういう心構えで、本日は短い間ですが活動したいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

４．幹 事 報 告 ～森田幹事 

・ガバナー事務所より旭川で開催される地区大会の案内が届いています。会員の皆さまは参加をご検討下さい。 

・ロータリーソングについて～マスク着用のままの発声を可とすることを 8/3 の理事会で決定しました。 

・8 月中の家庭集会は行われません。 

 
 

   

６．本 日 の プ ロ グ ラ ム ～元木会長  

✦交通安全啓蒙活動 

◈武藤 職業・社会奉仕委員長 

 本日は交通安全啓蒙活動例会に参加いただきありが 

 とうございます。先ほど、会長からもご紹介がありましたように斜里警察 

 署 遠藤署長様、斜里町交通安全協会 須田会長様、斜里町役場住民生活課 

 伊藤様、そして JAしれとこ斜里様のご協力のもと啓蒙活動を行いたいと 

 思います。 

◈斜里警察署 遠藤署長 

 こんにちは、斜里警察署 遠藤と申します。いつも警察の業務に 

 対してご理解とご協力を賜りましてありがとうございます。 

この場をお借りして御礼申し上げます。 

   斜里町内の交通事故の状況ですが、昨日現在で人身事故と物 

 損事故とで 158 件です。 

 

２．ロ ー タ リ ー ソ ン グ ～省略 

５．委員会、その他の報告  ～なし 

● 会  長： 元木 誠二  ● 副 会 長： 村田 均、高木 壽一  ● 幹 事 ： 森田 拓巳 
● 創   立 ： 1963 年 10 月 5 日                  ● 例会日時 ： 毎週水曜日 12：00～13：00 
● 事 務 所 ： 〒099-4112 斜里郡斜里町港町１   ● 例会場 ： ホテルグランテイア知床斜里駅前 

 TEL(0152)26-7978  FAX(0152)26-7980  〒099-4112 斜里郡斜里町港町 16-10  
                                                TEL(0152)22-1700  
             Shaｒｉrotary@peach.plala.or.jp 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 少ないように感じますが、現実は 158 件の発生の中には、ともすれば重大な事故に発展するようなケース 

 もありました。 

  これからの観光シーズンでは町外からの観光客が増えます。少しでも良い思い出を持ち帰ってもらいたい 

 なと思っております。 

  今日の啓発ですが、「シートベルトの着用」と「スピードダウン」を重点的に行ってもらえればと考えて 

おります。この美しい斜里町で悲惨な交通事故が起きないように気を付けていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◈斜里町交通安全協会 須田会長 

 皆さま、ご苦労様でした。 

 普段から斜里町あるいは斜里地区の交通安全 

 に関しましてご支援、ご協力をいただき心よ 

 り御礼申し上げたいと思います。 

 今日は、ロータリークラブさんの事業の一つ 

 になったこの啓発運動については本当に有難く思っておりま 

 す。お陰様で、4年間、1,490 日斜里地区で死亡事故がござ 

 いません。今年は、札幌で斜里郡 3町とも表彰を受けてます。 

 警察署も受けてます。署員ももちろんですけれども皆さまのこのような運動の積み重ねの結果だといつも思 

っております。これからもよろしくお願いいたします。今日はどうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

◈武藤会員～「知床観光船の事故と献花に思う事」 

 〈前回からのつづき〉 

上記の 3 点をクリアするため実行したこと 

➀花瓶ではなく、様々な大きさや長さの花オケの貸し出し。 

ペットボトルの口が小さく、それが例えば横 3 本×2列（計 6 本）が一 

つになった状態の物がテーブルに多く乗っていると、それに水を足すの 

もジョーロで 1つづつ入れるその作業的な負担を減らすため、口の大き 

なプラスチック花オケを使用すると、水やり、水の取り換えが容易にな 

   る。 深さの違う花オケを使うことで、献花の長さに応じて飾りやすくな 

   る。 

  ➁希釈タイプの切り花活力剤「華の精」500mlを提供。これを使用することで、水の雑菌の繁殖を抑える

ので水替えの頻度が減り作業が軽減され、切り花が美しく咲かせるための糖分補給ができ長持ちする。 

  ➂様々な大きさの花をきれいに飾るコツは、ある程度の大きさに分類してから、花の頭で長さを揃え全部同

じ長さに切り、花オケに入れるという手法。 

   この方法であれば大量にある様々な種類の花を技術がなくてもきれいに飾ることが可能となる。 

   献花の花の長さ、種類は様々なので同じ長さに揃えるだけできれいに見える。 

 

  この 3点をお手入れのリーダーにお話をした後は、お手入れの管理を引き続きすべてをお任せしました。 

   花の世話は、町職員内で女性を中心にローテーションが組まれており、その一人一人が普段からこんなに 

も多くの花を触る経験はなかったにもかかわらず、花束のラッピングをほどき、長さを揃え、花を活けるこ 

とにやりがいと充実感を持っていらっしゃいました。 

 だから、私は必要以上に手を出さず、日々、オケが足りているか、切り花活力剤が足りているか、どのよ 

うな支援が必要かを確認しに行っただけです。 

 

 このように、誰の指示があったわけではなく、出来ることを持ち寄り、声を掛け合い、今回の事故で亡く 

なられた方へ花でお見舞いの気持ちのリレーが繋がりました。 

 

 多くの献花の現場では、ゴミとして早めに処分されるようですが、斜里町での献花の扱いは異例の様です。 

新聞記者の方がこんなにも花をきれいに飾り続ける現場は初めて見たとおっしゃるのをお聞きしました。 

 

 事故が起こってしまったことは無くなりませんが、その後私は花を通して供養と携わる人に寄り添えたこ 

とに気持ちが救われました。 

それは、町職員さんのお世話チームの皆さんもそうであったと感じています。 

 

 事故から 3 か月過ぎてもまだ献花に訪れる方が続いています。 

こんなにも長く献花という行為が続くとは思っておりませんでした。 

時間の経過とともに、多くの人の気持ちも落ち着けば、あとは節目での祈りを捧げられたらと思います。 

 

♥長い話を最後まで読んでいただきありがとうございました♥ 

      

７. ニコニコ Ｂ Ｏ Ｘ ～次回発表    

 

 

      

☆ 幹事より次回例会の案内   
   ・次回は 8/24（水）第 2874回例会～産業会館 2F ゲスト卓話 斜里高校 校長 増田康広氏  

 

                                                                                                                                                                                    

 

      

  

８．出 席 報 告 ～次回発表  

斜里 RC 会長のテーマ 2022-2023 国際ロ－タリ－のテ－マ 


